





























































が,近 年は織元が糸問屋か ら撚糸を買 うように
な り,その量が圧倒的に大きな比重を占めつつ
ある。
(ロ)糸染業一 糸染工程 さらに撚糸 されπ
経 ・糸緯糸は織物の柄模様に応 じて染色 され
る。糸染業 も従来は長年月の修練による勘を頼
りとして きたが,近 年は その機械化 も漸 く進





の 糸繰 ・整経業一 糸繰 ・整経工程 染糸











←)綜 絖業一 綜絖工程 このように用意 さ
れた経糸を上下に分け,緯糸が通 るように経糸
を筬に 通して 織機にとりつけられ る ようにす
る。 これが綜絖業である。業者は西陣綜絖工業



























整理加工業一一 仕上げ工程 織 られた製晶は
最後に仕上げられ る。帯地のばあいは糸屑をと
る程度で,機業家の最終の 仕上げ 工程が終 る





























にあって 関連産業 として,と りわけ帯地,着
尺,服,金 襴,刺 繍,ネ クタイ,組 紐,帯 〆,











































計 80 1,050 13.1









































を多 く取扱 う事業所ほど販売額規模が大 きくな
っている。このことは先にみたように,Aは 従
業者i数が少な く,家族従業者の割合 も高 く,逆
にBは従業者数が多 く,雇用従業者の割合が高
い ことか らもうなずける。この表か ら分かるよ
うに,Aで は販売額が5,000万円前後に集中し
てお り,1憶 円未満の事業所が7割 を占め る。
Aの全販売額は京都金銀業の6.5%を占めるに
過 ぎない。Aノ の販売額は1億 円前後に集中 し

















法 人 企 業














合 訓22(27.5)[4・(51.3)[・6(20.・) 1(1.3) 58(?2.5)80(100.0)
(資料)表1と 同 じQP.24.


































































































































































































































































需要増大にともない,そ の事業所数 も増加 し,
今日の業界規模にまで発展する基礎が形成 され













6参照)お よびかれの前歴(表7参 照)を つぎ
にみてみよう。





































































































立(32.5%)である。同業 よ り独立 の方が従業員
か ら昇任6社(7.5%)よ りも多い ことは,金 銀
糸業 はあ る程度の資金,得 意先,経 験 があれば




表8-(1)にみ られ るよ うに,家 族従業,雇 用
従業 のいずれ も40歳代に ピー クがあ る。また,
家族従業者 は40歳以上が65.6%であ るのに対 し
て,雇 用従業者 は40歳以上 が45.7%であ る。 さ
らに家族従業者 には10代の者はな く,20歳代の
者 が10%(21人)であ るのに対 して,雇 用従 業者
には10代の者が2.9%(24人)あり,20歳代の者
を も含 め ると27.2%(228人)にな る。




























































































































































































































前 回 調 査
勤 続 年 数


























































































































への若手労働の供給の困難 さを もあらわ してい
よう。前回 の 昭和46年の 調査時の全従業者数
は1,168人であり,今回の昭和53年には それが
1,050人になった。 この6年間で118人の減少で
ある。増加 した年代 もあるが,特 に19歳以下の
者は56人か ら24人へと32人の減少,20～29歳の











難 さを あらわ している とい えよう。金銀糸業
も,西陣機業および他の関連産業 と同様に,そ





























固定給 の 内容を み ると,78%が 月給制 で あ る
が,そ の見給制 も男女 ではかな りの差があ る。
つ まり,男 が93.7%月給制であ るのに対 して,
女 は54.7%である。女 は 日給月給が男5.3%に
対 して,32.7%もあ り,ま た時間給 とい うの も
12.3%あることか らみて,賃 金形態上 だけでは













































































































































































































































































































































な く,そ の労働の性格 もパー ト・タイマーの性
格が強 いので はなか ろ うか。
つ ぎに労働時間,休 日,福 利厚生制度 ・施設
の有無についてみてみよ う。
労働 時間に つい ては8時 間以内が54社(67.5
%),8～9時 間 が23社(28.8%)で,9時間 を
超 えるところ も3社 ある。
休 日に関 しては,日 曜 と祝祭 日を休 む事業所
が44社(55.0%)と一番 多 く,つ づいて 日曜のみ
12社(15.0%),日曜 と祝祭 日と第3土 曜半 ドン
が9社(11.3%)である。 また,そ の 他の15社
(18.8%)のほ とん どは月1回 ない し2回 の週休
2日制 をとってい る。 しか し,金 銀糸業 の零細
性 を反映 してお り,週 休2日 制 の完全実施 には
表12労 働 時 間()は 構成比





















































































































(資料)表1と 同 じ。P.33. (資料)表1と 同 じ。P.33.
表14福 利 厚 生 制 度 ・施 設 の 有 無






















政 府 管 掌 健 康 保 険
定 期 健 康 診 断 制 度
寄 宿 舎 ・ 寮






































































































































るとこは5割 に も満たない。ただ慰安会(忘 年






だ触れなければならない点 も多いが,そ れ らは
これからの調査にまわすことにしたい。









図2経 営 者 の 系 譜
狩野金糸工業㈱→長谷川金糸㈱
㈱長 谷 啓→吉場金糸店 ㈱西山治作商店
織姫美術工芸㈱→㈱白井柄箔匠→㈱二瓶帯箔店
三親有限会社→㈲細 川商店 ㈱志 ら 井
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